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このたび副幹事長に就任しました56期の澤田亘と

申します。

私が所属しております弁護士法人穂高は、代表の岡

田京一をはじめ、私以外は皆個性豊かな者ばかりであ

り、個性も乏しく、生真面目な私は、その陰にかくれ、

ひっそりと皆の友新会での活躍（？）ぶりを静観してお

りました。正直なところ、これまで友新会の行事や委

員会活動にあまり参加せず、息をひそめていたのが最

近の私です。平成27年度に葉狩が副幹事長に就任し

た際にも、事務所内で隣の席の葉狩の様子を「なんか

ようわからんけど大変そうやなあ」とまさに他人事と

してみており、当の葉狩本人にも「なんか大変そうで

すね～。」などと無責任かつ無神経な言葉を投げかけて

おりました。その当時は、まさか2年後に自分がその

立場になるなどとつゆほども思っておらず、今にして

思えば、あのとき、弟弁らしく、もう少し、心温かい

労いの言葉の一つでもかけ、慰労の小宴でも設けてお

けばよかったかなと多少後悔しております。とはいえ、

仮にそのようなことをしたところで、気の利いた言葉

など無縁な普段の私らしからぬ言動に、逆に気味悪が

られるのが関の山なのですが。

このような私ですが、若手会において世話人をさせ

ていただいたときは会計担当をさせていただき、この

たびも会計を担当させていただくことになりました。

別段数字に強いわけではありませんが、なにやら縁の

ようなものも感じております。

会計という場面においては個性乏しく生真面目な私

の性格がプラスに働くこともあるだろうと自分に言い

聞かせながら、また、私のようなこれまであまり友新

会に積極的にかかわってこなかった者が副幹事長とし

て友新会にかかわることにより、より多くの会員が友

新会のこれからを分かち合うことにつながるであろう

と心に留めつつ、一年間頑張ってまいりたいと思いま

す。

一年間どうぞよろしくお願いいたします。

Sawada Wataru（56期）
澤 田 　 亘

副幹事長

平成29年度副幹事長（庶務2）を務めさせていただ
くことになりました60期の德矢卓洋と申します。
今年度は、弁護士になって10年目、若手会卒業の

年にあたります。
過去には、若手会の世話人や組織委員会の副委員長、

新人交流委員会の副委員長を2度経験させて頂きまし
た。
各委員会等におきましては、若手会員のためにいか

に友新会として盛り上げていけるのかという観点か
ら、種々の活動をさせて頂きました。
今、入会直後の「友新NEWS	Vol.84（平成19年

12月号）」を見返しながら、友新会からとても温かく
迎えてもらった記憶を思い出しています。
多くの皆様のお支えの下で、今まで弁護士活動がで

きてきたことから、今後は少しでも友新会に恩返しが
できればと思っております。
今年度の友新会のキャッチフレーズである「分か

ち合う未来　明日に架ける橋　友新会」（Bridge	for	
Tomorrow）は、私自身、とても気に入っております。
また、若手会世話人であった平成22年度の井上敏

志世話人代表（55期）が掲げてられていた「いざ、輝か
ん！！」というキャッチフレーズも、一人一人が輝か
しい希望を持つことができるようになりたいという意
味があり、私の中での思い入れが強いものです。
今後の友新会の将来を担っていく若手の皆様ととも

に、一人一人が輝く未来をこの場所で分かち合えるよ
う、そして輝く明日に向けて今年度の執行部がその架
け橋となれるよう精一杯頑張りたいと思っております。
今年度の委員会については、研究委員会とホーム

ページ委員会を主担当させて頂きます。
今まで、幹事を経験したことがなく、組織運営につ

いてほとんど関わってこなかったのですが、担当委員
会と執行部とのパイプ役として、担当委員会の活性化
に努めて参ります。
今後、友新会に関する様々なことを勉強し、吸収し

ながら、少しでも皆様のお役に立てるよう邁進致しま
すので、皆様、1年間どうぞよろしくお願い致します。

いざ、輝かん！！

Tokuya Takahiro（現60期）
德 矢 卓 洋

副幹事長


